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開催報告
　東京医科大学医科学フォーラムは基礎医学と臨床
医学教室の融和と発展を目的として発足し、今回の
フォーラムは16回目を迎えた。平成18年11月6日
（月）午後6時30分より東京医科大学病院6階臨床講
堂において行われた。当科では、第5回医科学フォー
ラムを中村治彦（現　国際医療圏祉大学熱海病院
副院長、国際医療福祉大学教授）が、眼科の後藤浩先
生とオーガナイザーを務めて以来の担当となった。第
5回で中村先生が担当した時には、東京医科大学の基
礎系教室と臨床教室での問で共同研究の現状と問題
点を基礎系教室にアンケートを行う形で検討し、大学
発ベンチャーの重要性を考え日経バイオビジネス編
集長の小崎氏に「医学部発バイオベンチャー：成功の
条件」と題してご講演いただいた。今回は臨床試験の
重要性を考え検討する目的で開催した。
　がんは、日本人の死因の第一位として問題となって
いることは周知の事実であるが、がんを治療する医療
従事者に対する教育制度の整備は十分ではないと考
えられている。今回のフォーラムでは、癌の臨床試験
の発展に貢献してきた二人の講師を迎えて臨床試験
の基礎から臨床を学び東京医科大学の腫瘍学の発展
に少しでも役に立つようにという思いでオーガナイ
ズした。はじめに、臨床試験を理解する上で最も重要
と考えられる統計学に関してのご講演をJCOGデー
タセンター長を勤める福田治彦先生に「臨床医に必要
な統計学および臨床試験」というタイトルでお願いし
た。司会は内科学第一講座で血液内科を担当している
宮澤啓介助教授にお願いした。統計学は臨床試験を理
解する上で重要な学問であるが、臨床医にとって多く
の者が苦手とする分野でもある。福田先生は、統計学
を誰もが理解できるように実例を混えながら講演し
ていただき、解りやすく話していただいた。その後が
ん臨床腫瘍学の発展に寄与してきた癌センター東病
院の副院長である西翠長宏先生に「臨床腫瘍学の重要
性」についてご講演をいただいた。がん治療を専門と
し、司令塔的な役割を担うのが臨床腫瘍医であり、教
育の重要性が示された。わが国では臨床腫瘍学が独立
した学問体系と認知されていないが、最近臨床腫瘍学
の重要性が認識され各地の大学に臨床腫瘍学講座が
開設され始めている。これは専門医を養成するに当り
最も重要な条件が整い始めていることを意味するも
のであると考えられる。西條先生は、日本臨床腫瘍学
会の理事長も勤めており、日本の臨床腫瘍学の発展に
寄与してきた第一人者である。日本臨床腫瘍学会で
は、今までの学会以上に教育に力を入れており若手の
育成にも力を入れてきた。臨床面では、日本臨床腫瘍
研究グループJCOG（Japan　Clinical　Oncology
Group）の代表を務めている。　JCOGは日本の臨床試
験発展に寄与してきたグループ研究組織で、1978年に
主任研究者を白白恵一先生として厚生省がん研究助
成金指定研究「がんの集学的治療の研究」班の形でス
タートして以来古い歴史を持つグループである。1990
年にJCOG（Japan　Clinical　Oncology　Group）と
命名され、初代JCOG代表者に下山正徳先生が就任し
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発展を続け、現在は2代目の代表者として西條先生が
さらに発展を続けている。JCOGは、多施設共同研究
グループで、治癒率向上のために有効な治療法を開発
し、これを適正な臨床試験による評価を行うことによ
り様々ながんの患者さんに対する最善の治療法（抗
がん剤を中心にした化学療法、手術や放射線治療との
併用療法の開発）と標準的治療法の確立を目的とし
て研究活動を行っている。同時に、証拠に基づいた医
療（evidence　based　medicine：EBM）を確立するため
に必要な証拠（evidence）を創ることを目的としてい
る。2006年8月現在、全国約170の医療機i関より約
400の診療科が所属しており、多くの医師、研究者、医
療従事者らが参加・協力している。今までに日本発の
エビデンスがJCOGにより示されてきている。がんを
確実に治療するには、多くの抗がん剤の中からそのが
んにもつともよく効く適切な組み合わせを見つけ出
さなければならない。また、抗がん剤と手術療法を組
み合わせた方が確実な場合や、放射線治療を加えた方
がさらに有効な場合もある。がんに対する「より優れ
た治療法」を開発するには、考案された新しい治療法
を実際に臨床の場で、患者様の同意を得て、科学的か
つ倫理的に評価する必要があり、これを「臨床試験」と
呼ぶ。研究に参加している全国の医療機関において、
同じ試験計画書（プロトコール）に基づいて患者さん
の治療が行われる。このように、臨床医によって計画、
実行される臨床試験を研究者主導型臨床試験と呼ぶ。
研究者主導型で行う臨床試験を重ねることによって
科学的により有効な治療法の開発を行うことが可能
となる。当フォーラムを通じて、東京医科大学におい
ても臨床試験の重要性を認識し科学的な治療法の確
立に関与していけるようになれば幸いである。
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